
町⽥市⼤地沢⻘少年センター 事業展開構想

これまでのハード⾯（施設利⽤での価値）における利便性の向上、およびソフ
ト⾯（プログラム内容、事業内容、幼児教育・学校教育への働きかけ）の充実
を図ること。

【事業継続】
１、これまでの実績に基づいた主催事業継続

地元、町⽥市⺠の利⽤促進、地元の⽅々（講師）を招いた体験教室。
（事業内容）

⾃然観察・森林体験・陶芸教室・クッキング体験・ファミリーキャンプ

２、地元・町⽥市の資源を有効活⽤した事業計画
・⼈材…各種事業への登⽤
・⾷材…各種事業への利⽤
・⾃然環境…登⼭教室等の開催
・その他…市⺠・利⽤者アンケートによる新事業計画⽴案

【施設利⽤価値の向上】
１、⾷堂業務開始

⽇帰り利⽤から宿泊利⽤への移⾏につなげる。

２、研修棟の利⽤促進
室内クライミングウォール設置…登⼭教室等による活⽤、クライミング教

室、個⼈客の利⽤促進。

３、⽇帰り利⽤の利便性向上・・・施設利⽤者の⼊浴利⽤。

４、施設利⽤案内の充実に向けた情報発信

（案）
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【⾃治体との連携事業、学校教育との連携】 
１、学校の利⽤促進 
 教育プログラムの提供（体験型プログラム、冒険型プログラム） 
 
２、幼児⾃然体験施設としての誘致（幼児教育の発信基地） 
 市内幼稚園・保育園の利⽤促進、プログラム開発 
 
【プログラム開発】 
１、健康保養地としての発信 
 運動・⾷事・メンタルヘルス等総合的な健康づくりの拠点 
（事業内容） 
 ウォーキング、ノルディックウォーキング等体験、⾷育、セラピー等の健康
教室。 
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